
  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年３月 

鳴鳴鳴門門門市市市水水水道道道事事事業業業ビビビジジジョョョンンン   
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国は５０年後、１００年後の将来を見据え、水道の理想

像を明示するとともに、取り組みの目指すべき方向性や

その実現方策、関係者の役割分担を提示した「新水道ビ

ジョン」を策定 

 

・人口減少に伴う料金収入の減少 

・施設の老朽化 

・危機管理対策 

・水環境の変化に対応した水質管理の強化 

・多様化・高度化する利用者ニーズへの対応 

水道事業が抱える課題 

 

「鳴門市水道ビジョン」の見直しではなく、新たに

「鳴門市水道事業ビジョン」を策定し、本市におけ

る水道の目指すべき理想像を示し、その実現のため

に、現状分析と課題抽出を行い、今後取り組むべき

方策を定める 

状況の変化に対応した新たな施策の必要性 
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現在の水道 課題が山積 

水道の目指すべき理想像 

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク 

水道事業ビジョンの目標 １ ０ 年後 

５ ０ 年後、 

１ ０ ０ 年後 

水道事業ビジョン計画期間 

平成 28年度～平成 37年度 

鳴門市水道事業ビジョンのイメージ 

鳴門市水道事業ビジョン

厚生労働省

新水道ビジョン
第六次鳴門市総合計画

各種実行計画

鳴門市水道事業ビジョンの位置付け 
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水道施設概略図 

ほぼ市内全域に給水 

浄水場は北島に 

１箇所のみ 

年間有収水量は 

約８７１万㎥ 

東京ドーム７杯分 
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おいしくない 

臭いが気になる 

本当に安全？ 

災害に備えて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

視点１：水道サービスの持続性は確保されているか（持続） 

視点２：安全な水の供給は保証されているか（安全） 

視点３：危機管理への対応は徹底されているか（強靱） 

 

分析にあたっての３つの視点 

高い普及率 

配水量に比

べて余裕の

ある水源 

悪化傾向にある

経営状況 

老朽化した施設 

職員の技術継承 

視点１ 

 

問題なし 

 

課題 

視点２ 

水質基準に

適合した水

の供給 

カビ臭 

塩素臭 

水源汚染リスクへ

の対応 

鉛管 
 

問題なし 

 

課題 

視点３ 

施設の耐震化 資機材の備蓄 
 

課題 

市民の声 

収入は減っているのに 

３０年以上同じ料金 

その他 
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減り続ける水需要 水質基準の強化 資産の老朽化 

 

・累積欠損金を発生させない 

・適切な資金の確保 

・職員の技術継承 

 

 

・水質基準の堅持 

・カビ臭、塩素臭の低減 

・鉛製給水管の解消 

 

 

・施設の耐震化（浄水場更新など） 

・応急給水・復旧体制の整備 

（緊急遮断弁の設置など） 

 

・安定した経営状態 

・適切な維持管理 

 

 

・水質基準の堅持 

・利用者満足度の向上 

・水質汚染リスクの除去 

 

 

・施設の耐震化 

・応急給水・復旧体制

の確立 

 

・事業環境の最適化 

・新技術等の活用 

・魅力あるまちづくりへの貢献 

既成概念にとらわれない新

たな取組の必要性 

 

・新たな取組の調査・検討 

・情報共有と市民理解の促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来の予測 

目指すべき理想像 

フィードバック 

持続 

～いつまでも使え

る水道～ 

安全 

～信頼されるおい

しい水道～ 

強靱 

～災害に負けな

い水道～ 

計画期間中の目標設定 

持続 

～いつまでも使え

る水道～ 

安全 

～信頼されるおい

しい水道～ 

強靱 

～災害に負けな

い水道～ 

挑戦 

～進化する新た

な水道～ 

挑戦 

～進化する新た

な水道～ 
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持続（経営基盤の強化と適正な料金水準の設定） 

アセットマネジメントの実施結果 

・４０年間で５００億円の投資が必要 

・４０年後には３４０億円の累積欠損金 

・４０年間で３５０億円の資金不足 

・４０年後には料金が３．４倍 

今後の課題 

・施設の長寿命化、ダウンサイジング 

・一般会計の負担の見直し 

・料金改定 

経営戦略の策定と推進 

・浄水場のダウンサイジング 

・隔月検針の導入 

・他会計余剰金の借入による利子軽減 

             等の実施 

実施しても 

単年度赤字と

累積欠損金の

発生 

料金改定の必要あり 

（収支見通し上は 

 平成３１年度に  

 ２０％の値上げ） 
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安全（水質の維持と市民の満足する水の提供） 

水安全計画の策定 

水道水の危害となる要素の抽出とそれに対

する具体的な対策を定める 

カビ臭への対策 

粉末活性炭注入設備の整備 

塩素臭への対策 

配水池などに塩素追加注入設備を整備 

耐塩素性病原生物への対策 

適切な検査と施設整備 

鉛製給水管の解消 

平成３２年度までに鉛製給水管を解消 

強靱（着実な施設の更新・耐震化と応急給水・復旧体制の整備） 

水道施設耐震化計画の策定 

施設耐震化は長期にわたるため、優先順位

をつけ計画的に実施する 

配水池の耐震化 

主要な配水池の耐震診断 

管路更新の推進 

基幹管路や重要給水施設配水管の耐震化の

推進、石綿セメント管の更新 

原水水質の監視強化 

河川管理者である国等との連携 

浄水場の更新 

浄水場を耐震性を有する施設に更新 
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挑戦（関係機関等との連携・調整と広報活動等の充実） 

規制緩和等に向けた提言 

業務改善に向けての提案や要望の実施 

他部局との連携 

市の他部局と連携し、効率化の推進や魅力

あるまちづくりの推進 

広報活動等の充実 

市広報紙やテレビ広報番組、イベントへの

出展を通じた広報活動の充実 

近隣事業者等との連携 

業務の共同化や広域化に向けて近隣事業者

や他のライフライン事業者と調査、検討 

の連携 

ビジョンの目標実現には、市民の皆様の 

ご理解とご支援が必要不可欠です。 

ご協力をよろしくお願いいたします。 


